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大阪木材仲買会館　「都市の中の森」を創る

　木は人に温もりと安らぎを与えてくれる。しかし、ビルのワー
カーが一日の大半を過ごす都市の建物ではそれを感じることは
難しい。大阪木材仲買会館は、「コンクリートと鉄の都市」を「木
の森」に変えることを目指す木造オフィスビルのモデルプロジェ
クトである。オフィスで木のぬくもりと安らぎが感じられることで、
人々のくらしがより豊かになると考える。
　近年、木材利用が注目を浴びているが、都市密集地域にお
いては防火上ほぼ全て耐火建築物が求められ、木材利用、特
に構造体への利用が困難である。この建物では新たに開発し
た耐火木構造により、木の表情や香りに溢れる空間を実現し、
さらに「伝統的な技術を伝承しながらメンテナンス性・防災・空間
性の観点で木材の特性を生かすこと」で、都市の生活の中で身
近に木を感じられる空間を創出している。
　耐火集成材の柱・梁を積極的にみせることを意識して上階２
層を木架構とし、さらに道路に面した全面に木製建具を用いてい
る。これらの木製ファサードを既存の桜の大木を取り囲むように
敷地一杯に開くことで、街並みと執務空間に最大限木材が現れ
る構成としている。また軒庇のある外部空間を全体に設け新たな
ワーカーの場を創ることで、人・木・街の緩やかな繋がりを生み出
している。深い軒庇は外部に露出した木材を雨や日差しから守る
とともに、明快な避難経路として利用することで防災面での安全
性を確保し、天然の木の香りにあふれる空間を実現している。
　この耐火木造ビルは、技術革新やエコ・木の情報発信に留ま
らず、ビルのワーカーだけでなく都市にも安らぎを与え、これからの
人と木と都市の関わり方を示す手掛かりになると考える。

（白波瀬智幸＋興津俊宏／竹中工務店）
撮影：母倉知樹　第34回大阪都市景観建築賞審査員特別賞受賞作品

■プロフィール
白波瀬智幸（しらはせ・ともゆき）
1978年 京都府生まれ
2002年 神戸大学大学院自然科学研究科修了
2002年～ 竹中工務店
現在、同大阪本店設計グループ主任

興津俊宏（おきつ・としひろ）
1981年 兵庫県生まれ
2006年 広島大学大学院工学研究科修了
2006年～ 竹中工務店
現在、同大阪本店設計グループ主任

■建物データ
建 築 主：大阪木材仲買協同組合
設　　計：竹中工務店
施　　工：竹中工務店
所 在 地：大阪市西区南堀江
用　　途：事務所
竣　　工：2013年3月
構造規模：Ｗ造+ＲＣ造
　　　　　地上3階建
敷地面積：1,226.40㎡
建築面積：453.27㎡
延床面積：1,032.19㎡
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

吉
村
順
三
︵
一
九
〇
八
～
九
七
年
︶
が
手
が
け

た
唯
一
の
小
さ
な
木
造
教
会
が
千
葉
県
成
田
市
に

現
存
す
る
、
そ
う
聞
い
た
の
は
、
二
〇
一
三
年
秋

開
催
の
展
覧
会
﹁
三
里
塚
教
会
物
語
と
吉
村
順
三

展
﹂︵
ギ
ャ
ラ
リ
ー
エ
ー
ク
ワ
ッ
ド
︶
の
企
画
協

力
を
依
頼
さ
れ
た
時
だ
っ
た
。彼
の
師
の
Ａ
・
レ
ー

モ
ン
ド
が
聖
ポ
ー
ル
教
会
や
ア
ン
セ
ル
モ
教
会

な
ど
多
く
の
教
会
建
築
の
名
作
を
残
し
た
の
に
対

し
、
吉
村
は
一
つ
し
か
設
計
し
て
い
な
い
こ
と
に

驚
か
さ
れ
た
。
同
時
に
、
一
九
五
四
年
に
竣
工
し

た
そ
の
三
里
塚
教
会
に
興
味
を
覚
え
た
。
こ
う
し

て
、
二
〇
一
三
年
九
月
、
大
学
院
生
二
人
と
模
型

制
作
の
た
め
の
実
測
調
査
に
現
地
へ
向
か
っ
た
。

　

訪
れ
る
と
、
周
囲
に
は
農
村
の
面
影
が
残
る
。

し
か
し
、
わ
ず
か
四
〇
〇
ｍ
ほ
ど
先
に
は
巨
大
な

成
田
国
際
空
港
︵
一
九
七
九
年
︶
の
敷
地
が
広
が

り
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
爆
音
が
轟
い
て
い
た
。
そ
れ

に
し
て
も
、
教
会
の
竣
工
当
時
、
周
囲
は
ど
ん
な

風
景
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
伺
い
知

る
こ
と
の
で
き
る
対
談
が
あ
る
。
パ
リ
郊
外
の
農

村
バ
ル
ビ
ゾ
ン
の
風
景
を
描
い
た
画
家
の
ミ
レ
ー

を
き
っ
か
け
に
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
く
。

　
﹁
私
の
印
象
に
残
る
ミ
レ
ー
の
言
葉
は
﹁
私
は

農
民
の
子
で
あ
る
。
生
涯
農
民
で
終
わ
る
﹂
と
い

う
一
言
で
す
。
決
し
て﹁
生
涯
芸
術
家
で
終
わ
る
﹂

と
は
言
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
に
彼
の
面
目
躍
如
た

る
も
の
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
よ
。
そ
れ
と
ミ

レ
ー
の
作
品
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
あ
の
風
土
。
私

自
身
や
は
り
ミ
レ
ー
と
同
じ
よ
う
な
環
境
に
生
ま

れ
育
っ
た
の
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
た
え
ず

感
じ
て
き
た
の
で
す
。
あ
な
た
は
戦
前
の
三
里
塚

を
ご
ぞ
ん
じ
で
し
ょ
う
か
。
成
田
か
ら
バ
ス
に
ゆ

ら
れ
て
三
〇
分
、
私
の
三
里
塚
す
な
わ
ち
バ
ル
ビ

ゾ
ン
で
す
ね
。
そ
の
三
里
塚
に
入
っ
て
く
る
と
、

ち
ょ
う
ど
ミ
レ
ー
の
﹁
晩
鐘
﹂
と
か
﹁
落
穂
拾
い
﹂

の
背
景
の
よ
う
な
平
原
が
開
け
て
で
す
ね
。
放
牧

の
馬
や
牛
、
草
を
食
む
白
い
綿
羊
の
群
れ
が
ま
あ

点
々
と
見
え
る
。
展
覧
会
前
の
制
作
時
期
、
七
、

八
月
頃
に
な
る
と
、
画
家
た
ち
が
次
か
ら
次
へ
と

や
っ
て
く
る
。
私
は
小
学
生
、
中
学
生
の
こ
ろ
、

画
家
た
ち
の
あ
と
を
つ
い
て
歩
き
、
こ
れ
と
思
う

画
家
の
横
に
画
架
を
並
べ
て
い
っ
し
ょ
に
絵
を
描

い
た
こ
と
も
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
風
物
が
牧
歌
的

で
、
ミ
レ
ー
の
作
品
を
日
本
に
再
現
し
た
の
が
私

の
ふ
る
さ
と
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。﹂

︵
対
談
﹁
三
里
塚
と
ミ
レ
ー
﹂﹃
実
存
の
戸
村
一
作
』

れ
ん
が
書
房
新
社
一
九
九
九
年
に
再
録
︶

　

こ
の
発
言
者
こ
そ
、
吉
村
に
三
里
塚
教
会
の
設

計
を
依
頼
し
た
戸
村
一
作︵
一
九
〇
九
～
七
九
年
︶

で
あ
る
。
彼
は
、か
つ
て
こ
の
近
く
に
あ
っ
た﹁
皇

室
の
牧
場
﹂
と
し
て
知
ら
れ
た
下
総
御
料
牧
場
の

厩
の
世
話
役
と
し
て
雇
わ
れ
、
退
職
後
に
農
機
具

商
を
営
ん
だ
祖
父
の
仕
事
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、

鉄
材
を
使
っ
た
彫
刻
家
と
し
て
も
知
ら
れ
た
敬
虔

な
キ
リ
ス
ト
教
信
者
だ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
、
戸

村
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
東
京
芸
術
大
学
助
教
授

の
吉
村
に
設
計
依
頼
し
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

し
か
し
、
吉
村
が
三
里
塚
の
農
村
風
景
に
魅
せ
ら

れ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
と
い
う
の
も
、
吉
村

に
は
、
設
計
依
頼
を
受
け
る
一
九
五
三
年
ま
で
の

間
に
、そ
れ
に
感
応
す
る
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　

一
九
二
六
年
に
東
京
美
術
学
校
へ
入
学
し
た
吉

村
は
、
建
築
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
模
型
写
真
に
惹

か
れ
て
レ
ー
モ
ン
ド
の
自
邸
を
探
し
だ
し
、
そ
れ

を
き
っ
か
け
に
彼
の
事
務
所
に
通
い
始
め
る
。
一

方
、
レ
ー
モ
ン
ド
は
、
日
本
の
木
造
民
家
や
集
落

の
中
に
自
ら
の
目
指
す
建
築
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
見

い
出
し
、
精
力
的
な
設
計
活
動
を
始
め
て
い
た
。

こ
の
時
、そ
の
ま
ま
所
員
に
な
っ
た
吉
村
は
、レ
ー

モ
ン
ド
に
と
っ
て
日
本
文
化
の
案
内
役
と
し
て
重

宝
が
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
だ
が
、
日
米
関
係
の

急
激
な
悪
化
か
ら
、
レ
ー
モ
ン
ド
は
一
九
三
九
年

に
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
郊

外
の
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
に
敬
虔
な
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒

た
ち
が
切
り
拓
い
た
農
場
を
買
い
取
り
、
ア
ト
リ

エ
を
構
え
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
吉
村
を
呼
び
寄

せ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、一
九
四
〇
年
五
月
、

吉
村
は
単
身
ア
メ
リ
カ
へ
と
渡
る
。
こ
の
ア
メ
リ

カ
滞
在
は
長
く
は
続
か
ず
、
太
平
洋
戦
争
直
前
に

断
ち
切
ら
れ
、
吉
村
は
、
一
九
四
一
年
八
月
、
最

後
の
帰
還
船
で
日
本
へ
帰
国
す
る
。
け
れ
ど
も
、

日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
孤
独
な
生
活
の
中
で
、
吉

村
は
、
周
囲
の
簡
素
な
民
家
や
農
場
の
納
屋
に
魅

せ
ら
れ
、た
く
さ
ん
の
ス
ケ
ッ
チ
を
描
き
、カ
ラ
ー

ス
ラ
イ
ド
に
多
く
の
写
真
を
納
め
て
い
た
。
そ
こ

に
は
、
生
活
の
中
で
培
わ
れ
た
も
の
に
対
す
る
共

感
と
敬
意
が
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
、
だ
か
ら
こ

そ
、
一
〇
数
年
後
に
訪
れ
た
三
里
塚
の
ビ
ロ
ー
ド

の
よ
う
な
赤
茶
色
の
畑
と
松
林
、
御
料
牧
場
の
周

囲
に
咲
き
誇
る
一
〇
万
株
の
桜
が
織
り
な
す
風
景

に
同
じ
も
の
を
感
じ
取
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

三
里
塚
教
会
は
、
赤
い
鉄
板
屋
根
、
柱
を
露
出

さ
せ
た
真
壁
構
造
の
外
観
、
漆
喰
塗
り
の
白
壁
と

杉
板
の
ド
イ
ツ
下
見
板
張
り
の
外
壁
か
ら
な
る
質

素
な
建
物
だ
。
も
し
鐘
楼
が
な
け
れ
ば
、
ご
く
普

通
の
農
家
に
し
か
見
え
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

内
部
に
入
る
と
、
思
い
の
ほ
か
広
い
礼
拝
堂
が
現

れ
る
。
天
井
面
に
小
屋
組
み
が
露
出
し
、
レ
ー
モ

ン
ド
の
聖
ポ
ー
ル
教
会
を
思
わ
せ
る
。
む
し
ろ
、

力
ま
ず
に
簡
素
に
ま
と
め
ら
れ
、
中
で
も
祭
壇
の

背
壁
の
扱
い
方
が
秀
逸
だ
。
中
央
部
が
外
側
へ
ず

ら
さ
れ
て
両
側
の
ス
リ
ッ
ト
窓
か
ら
自
然
光
が
入

り
、
柱
と
梁
が
さ
り
げ
な
く
十
字
架
の
形
に
浮
か

び
上
が
る
。
吉
村
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
長
椅
子
や
祭

壇
も
含
め
て
、
清
新
な
祈
り
の
空
間
が
広
が
る
。

　

し
か
し
、
一
九
六
六
年
、
突
如
、
国
際
空
港
建

設
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
環
境
は
激
変
す
る
。
戸
村

は
開
墾
移
民
た
ち
が
育
て
た
農
地
を
守
る
た
め
に

亡
く
な
る
ま
で
反
対
同
盟
の
委
員
長
と
し
て
尽
力

す
る
。
だ
が
、
建
設
は
強
行
さ
れ
、
彼
の
愛
し
た

農
村
風
景
は
失
わ
れ
た
。
そ
れ
で
も
、
激
動
の
戦

後
史
を
目
撃
し
た
三
里
塚
教
会
は
、
そ
の
意
味
を

問
う
場
と
し
て
今
も
静
か
な
時
を
刻
ん
で
い
る
。

内部の礼拝堂を見下ろす

アプローチから見る教会全景

三里塚教会　1954 年
時代を目撃した祈りの場

記憶の建築
松隈　洋
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INFORMATION については本会ホームページにも掲載されています。
本会ホームページの WEB 申込システムから簡単に申込みができます。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで

平成27年度文化庁文化芸術振興費補助
登録有形文化財寺西家における
地域活性化事業
6/5〜8・6/14・6/27

場所　登録有形文化財寺西家
　　　Tel.06-6624-7618
　　　大阪市阿倍野区阪南町1-50-25
最寄駅　地下鉄御堂筋線　昭和町駅下車　
　　　　徒歩1分
　　　　4番出口すぐ右折れ一つ目辻右折れスグ

①伝統工芸士による手技・実演
日本の伝統技能である絞りの手技ができる職
人が激減しているなか、伝統工芸士の資格を持
つ松田美津雄氏にその技術の伝承と伝統文
化の大切さを地域の人に理解してもらう機会で
す。そして、それを寺西家で行うことによって、登
録有形文化財の普及を図ります。
日時　6月5日（金）〜8日（月） 10：00〜17：00
　　　（初日12：00〜/最終日16：00迄）　
入場　無料

②手づくり梅酵素ジュース講習会
そのままでは食べられない梅を、梅干しや梅酒、
梅シロップなどに加工して食べる昔ながらの知
恵で、残したい日本の食文化です。それを伝統
的な登録有形文化財寺西家で行います。
日時　6月14日（日）
　　　　1部　10：00〜12：00（定員10名）
　　　　2部　13：00〜15：00（定員10名）
参加費　材料費2,500円
　　　　（無農薬･オーガニック梅）
持ち物　エプロン､筆記用具､ふきん､ビン等の
　　　　蓋付き容器等
　　　　　　　　　　　　　　　
③「落語」を登録有形文化財で楽しむ
登録有形文化財寺西家で毎月、落語会が開演
されています。大正末に建てられた町家で、三
味線や太鼓の囃子がはいる本格的な上方落語
を間近で楽しめます。又、最後に近隣店から提
供されたお土産の抽選会もあります。
日時　6月27日（土）　午後2時開演
<6月水無月席>
　1、鉄砲勇助････月亭秀都（文都門下）
　2、火焔太鼓････桂　文太（五代目文枝門下）
　3、二階借り････月亭文都（文都一門）
　4、お楽しみ････桂　文太（五代目文枝門下）
入場料　当日1,800円
　　　　前売・建築士会会員・田辺寄席会員
　　　　1,500円

大阪の別荘建築　朝陽館見学会
6/28　CPD2単位

大阪を代表する迎賓館として明治期に建てら
れ、皇族や政府高官が、宿泊や休憩などに利用
された豪邸です。
それを公開することによって、当時の建築や襖
絵それに調度品などの伝統文化に触れていた
だく機会です。又、当館を調査された中嶋節子
教授をお招きし、講演会を開催します。
日時　6月28日（日）
場所　朝陽館　大阪市阿倍野区橋本町6-16
最寄駅　阪堺電軌上町線 東天下茶屋駅から  
　　　　徒歩約7分
　　　　阪堺電軌阪堺線 聖天坂駅から徒歩 
　　　　約6分

◦午前の部（自由見学）10：00〜11：30
　参加費　500円
◦午後の部（見学及び講演会）13：30〜15：30
　受付開始　13：00
講師　中嶋節子氏（京都大学人間･環境学研
　　　究科教授、大阪府建築士会副会長）　
対象者　大阪府建築士会会員及び大阪府登
　　　　録文化財所有者の会会員
参加費　500円
※一般向けの見学会を秋頃に開催予定しています。

平成27年度一園一室木のぬくも
り推進モデル事業の事業者募集
5/26〜6/26

大阪府では、子育て施設において、子どもた
ちが直接触れる床や壁等の内装での木材利
用を促進するため、民間保育所の内装木質
化に対する補助事業を実施します。
受付期間　5月26日（火）〜6月26日（金）
補助対象者　対象施設を設置するもの
対象施設　大阪府内の民間の認可保育所　
　　　　　（認定子ども園を含む）
補助率　一園当たり800千円以内（事業費が

800千円未満の場合は、事業費を上
限とする）

詳細につきましては、大阪府森づくり課のホー
ムページをご覧ください。
問合　大阪府環境農林水産部森づくり課
　　　森林支援グループ
　　　Tel.06-6210-9556（直通）
http://www.pref.osaka.jp/midori/midori/
g-11ichien.html

大阪府石綿飛散防止対策セミナー
6/12

石綿を使用した建築物等の解体等工事の
発注者及び施工者が適切な石綿飛散防止
対策を実施するにあたり、参考となる対策
や法・条例の規制内容などを説明するセミ
ナーを開催します。
日時　6月12日（金）　14：00〜16：00
会場　大阪府咲洲庁舎2階咲洲ホール
　　　大阪市住之江区南港北1-14-16
内容　⑴建築物の解体等に係る石綿飛

　　　　　散防止対策
　　　⑵石綿飛散防止対策に関する法・
　　　　条例遵守上の留意事項
　　　⑶建築物石綿含有建材調査者資格
　　　　制度と現状
申込締切　6月11日（木）
応募方法など詳しくはHPをご覧ください。
http://www.pref.osaka.lg.jp/jigyoshoshido/
asbestos/10seminar.html
問合　大阪府環境農林水産部環境管理室事
　　　業所指導課大気指導グループ
　　　Tel.06-6210-9581

特定建設作業等に係る講習会
6/26

建設作業に係る騒音・振動等の苦情の未然
防止及び法令で定められた届出の円滑化等
を図るため、講習会を開催します。
主催　大阪市環境局
日時　6月26日（金）　14：30〜16：30
会場　大阪市立中央区民センター
　　　大阪市中央区久太郎町1-2-27　　
参加費　無料
参加方法　当日、会場へ直接お越しください。
　　　　　（事前申込不要）
※満席により入場できない場合有。
問合　大阪市環境局環境管理部環境管理課
　　　東部環境保全監視グループ　
　　　Tel.06-6267-9922

第6回 西宮市都市景観賞
応募･推薦作品を募集
6/10〜7/31

西宮市では、美しいまちなみづくりに貢献
している建築物等や活動を表彰する「西宮
市都市景観賞」を今年度実施します。
1.応募・推薦の対象

表彰部門は、まちなみ建築部門（建築物
（建築群、工作物等を含む））、屋外広告
デザイン部門（屋外広告物）、まちなみづ
くり活動部門（行為・活動）の3部門です。
また、応募作品は、市民が選ぶ｢まちなみ
発見クラブ賞｣の選考対象にもなります。

※被推薦者が辞退したもの、公共事業によ
るもの、場所・表彰相手が特定できない
もの、関係法令・条例に違反しているも
のは対象となりません。

2.応募･推薦期間
　6月10日（水）〜7月31日（金）
※当日消印有効
3.応募･推薦の方法

E-mail、郵送又は窓口にて受付します。詳
細は西宮市のホームページをご覧ください。

4.送付・問合せ先
　西宮市都市計画部景観まちづくり課
　〒662-8567　西宮市六湛寺町10-3
　Tel.0798-35-3526/Fax.0798-34-6638
　http://www.nishi.or.jp/

木造トラス勉強会
継手の原理・伝統木造の基本！
6/11

木造を設計する上で知っておくべき必要な
基本の継手に関する構造理論と、形を真似
して内容を真似しなかった機械加工につい
ての考察と、軸組と継手の関係から伝統軸
組の構造を考察します。
日時　6月11日（木）　14：00〜16：30
会場　NLC心斎橋7F小会議室
　　　大阪市中央区南船場3-7-27
参加費　1,300円　　定員　10名
問合　（株）合掌・木造トラス研究所
　　　Tel/Fax.0742-36-2929
http://www.eonet.ne.jp/~truss/index.html

沖縄の慰霊の日を考える
「幻燈で見る沖縄戦の戦争遺構について」
6/20

首里城地下の旧司令部壕 , 旧奉安殿跡、機
銃掃射の銃弾跡、旧米軍のミサイル発射基
地跡、防空壕跡、沖縄戦の図書を展示します。
日時　6月20日（土）　11：00〜
会場　堺市立東図書館（南海高野線北野田駅前）
講師　戦争遺構研究会　代表 柴田正己
問合　戦争遺構研究会
　　　Tel.090-4289-1492

大阪歴史博物館　
特集展示「中村順平と建築芸術教育」
6/3〜8/3

日本人として初めてパリのエコール・デ・ボザール
（国立高等美術学校）で学び、フランス政府公
認建築士となった大阪生まれの建築家中村順
平が留学中に作成した建築設計課題の図面、
横浜高等工業学校学校祭における建築科大
行進に関連する原画などを展示します。
会期　6月3日（水）〜8月3日（月）　
休館日　火曜日
開館時間　9：30〜17：00（入館は閉館30分前まで）
会場　大阪歴史博物館 8階 特集展示室
　　　（常設展示場内） 
観覧料　大人600円（常設展示観覧料） 
展示資料数　約30件
関連事業　学芸員による展示解説
日時　6月13日（土）、6月21日（日）、
　　　7月11日（土）、7月19日（日）
　　　いずれも、午後2時より45分程度
担当　酒井一光（大阪歴史博物館学芸員）
会場　大阪歴史博物館 8階 特集展示室内
参加費　無料（ただし、入場には常設展示観
　　　　　　  覧券が必要です）
参加方法　当日、直接会場へお越しください。
問合　大阪歴史博物館
　　　Tel.06-6946-5728　 
http://www.mus-his.city.osaka.jp/

大阪府知事指定講習
平成27年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《一般診断法講習会》
9/8・12/8・2/9　CPD5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村
の木造住宅耐震診断等の補助を受けるこ
とができる技術者として名簿に掲載します。
（本講習は、国土交通大臣登録講習ではあ
りません。耐震改修促進法により耐震診断
が義務付けられた建築物の耐震診断は、日
本建築防災協会が実施する登録講習を受
講修了する必要があります。）
日程　①9月8日（火）　②12月8日（火）
　　　③平成28年2月9日（火）
時間　10：00〜15：50
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町4丁目」下車
定員　各150名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,200円（2012年改訂版木造住
　　　　　宅の耐震診断と補強方法）

第58回建築士会全国大会
「石川大会」
10/30

テーマ　百万石の地で触れよう　
　　　　未来につなぐ　まちづくり
期日　10月30日（金）
会場　石川県立音楽堂、
　　　ANAクラウンプラザホテル金沢
※地域交流見学会（エクスカーション）は　
　10月31日（土）に実施
本会会員には大会登録料5,000円を補助し
ます。
申込　建築士 5 月号 P28 の参加申込書に

必要事項をご記入のうえ、本会事務局
まで提出。

締切　7月31日（金）
大会の詳細は「建築士5月号」をご覧下さい。

平成27年度建築士定期講習
11/12、12/22　CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所
属するすべての建築士は 3 年以内ごとに
定期講習を受講しなければなりません。
本年度は平成 24 年度に本講習を受講され
た方や、建築士試験に合格された方が対象
となります。未受講者は懲戒処分の対象と
なりますので必ず受講してください。
日程

11/12（木）  定員200名 会場コード5C-52
12/22（火）  定員300名 会場コード5C-03

時間　9：30〜17：30
会場　大阪国際会議場
最寄駅　京阪中之島線「中之島」下車
申込締切日（申込書必着）

11/12（木）講習：10/16（金）
12/22（火）講習：11/17（火）

　※簡易書留での郵送のみ受付いたします。
　※各回定員に達し次第、受付を終了します。
受講料　12,960円（消費税含）
申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

　　　　懇親会参加は別途4,000円程度
懇親会参加の有無を明記のこと。
※参加証は実施1週間前に出状します。

二級建築士/設計製図  受験対策
講習会
実力養成コース　7/12 〜 9/6
直前対策コース　8/23 〜 9/6
模擬テストⅠ・Ⅱ　8/2、9/6

試験合格だけではなく、実務に活用できる
技術指導を行います。
■実力養成コース（模擬テスト2回含む）
　日程（10日間）

7/12（日）、7/19（日）、7/20（祝）、7/26
（日）、8/2（日）、8/9（日）、8/16（日）、
8/23（日）、8/30（日）、9/6（日）

　時間　9：15〜16：45
　定員　15名（申込先着順）
　受講料　会員120,000円  一般140,000円
■直前対策コース（模擬テスト1回含む）
　日程　8/23（日）、8/30（日）、9/6（日）
　時間　9：15〜16：45
　定員　20名（申込先着順）
　受講料　会員40,000円　一般45,000円
■模擬テストⅠ・Ⅱ
　日程　Ⅰ：8/2（日）、Ⅱ：9/6（日）
　時間　9：15〜16：45
　各回定員　25名（申込先着順）
　各回受講料　会員13,000円  一般15,000円
会場　（各コース共）大阪府建築健保会館
最寄駅　地下鉄「谷町4丁目」下車

大阪府知事指定講習
平成27年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《限界耐力計算法》
8/18・1/19　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法です。したがっ
て、変形能力が高い伝統構法の民家や社寺建
築の耐震性能を多角的に評価でき、一般診断
法では不可能な変形能力や減衰性能を考慮し
た合理的な補強計画やダンパーを用いた最新
技術による制振補強も可能となります。この機
会に限界耐力計算法の技術を修得され、今後
の業務に活用されますようご案内いたします。
日程　①8月18日（火）　②1月19日（火）
時間　10：00〜16：30
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　各150名（定員になり次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限
　　　　　界耐力計算による耐震診断・耐震
　　　　　改修に関する簡易計算マニュアル）

本会における既存建築物耐震診断
等評価業務

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の専門家で
構成する「建築物耐震評価委員会」を組織し、
平成26年1月より建築物耐震評価業務を実施
しております。
公立学校施設や沿道建築物などの耐震不適
格建築物について、申込者が検討した建築物
の耐震診断及び耐震補強計画について、専門
的観点のもとに審査・審議を行い、妥当であると
認める申込案件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けますのでどうぞご活用
ください。
（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

「建築家と建築士―法と住宅をめぐ
る百年」講演会
安心な住まいとまちをささえる「建築家と
建築士」の役割とは
6/13　CPD2単位

2014年度日本建築学会著作賞を受賞した
速水清孝氏の著作「建築家と建築士−法と
住宅をめぐる百年」の講演と共催団体の建築
家・建築士によるディスカッションを行います。
共催　NPO法人西山夘三記念すまい・まちづ

くり文庫、（公社）大阪府建築士会、（公
社）日本建築家協会近畿支部、（一社）
日本建築協会、（一社）大阪府建築士
事務所協会

講師　速水清孝（日本大学工学部教授）
日時　6月13日（土）　15：00〜17：00
会場　梅田スカイビルタワーウエスト36階
　　　大阪市北区大淀中1-1
　　　JR「大阪」、阪急・地下鉄「梅田」下車
参加費　無料
定員　100名（要申込、先着順）
問合・申込　（公社）日本建築家協会近畿支部
　　　　　 Tel.06-6229-3371

被災建築物の応急危険度判定養
成講習会
6/17・8/19・10/21・12/16・2/17

本講習会は、地震等により被災した建築物の
余震等による倒壊、部材の落下等から生じる
二次災害を防止するため、被災建築物の応

急危険度判定を行う大阪府被災建築物応急
危険度判定士を養成する講習会です。
日程　①6月17日（水）　②8月19日（水）
　　　③10月21日（水）　④12月16日（水）
　　　⑤平成28年2月17日（水）
時間　13：20〜17：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
定員　各150名（定員になり次第締切）
受講料　無料
テキスト代　1,500円（被災建築物応急危険
　　　　　 度判定マニュアル）
申込受付　一般財団法人大阪建築防災センター
※大阪建築防災センターのホームページ
　http://www.okbc.or.jp/

「中之島フェスティバルタワー」
建築技術講習会
6/18　CPD4単位

「中之島フェスティバルタワー」は、音楽の殿
堂と称された旧フェスティバルホールの建替え
に伴い、新たにフェスティバルホールと商業施
設、オフィスを超高層ビルに内包した、大阪の
新たなランドマークとなる魅力的な街です。伝
統あるホールの音響特性を継承した高度な技
術を始め、建設にあたって開発された中間層
免震構造や河川水利用の冷暖房システムな
どの斬新なアイデアや新技術、また現場の工
夫・苦労など、設計者、施工者自らの視点で語
り「中之島フェスティバルタワー」の全貌をわ
かりやすく紹介します。
日時　6月18日（木）　13：30〜17：30
会場　中之島フェスティバルタワー
　　　26階会議室
最寄駅　地下鉄「肥後橋駅」下車
内容　中之島フェスティバルタワーにおける建

築計画、構造計画、設備計画、施工計画
定員　140名（定員に達し次第締切）
受講料　会員3,500円　一般5,500円
　　　　学生1,000円（テキスト代含）

建築士の会　東大阪
瓢箪山周辺史跡と東大阪市立郷
土博物館見学会・活動報告会
6/20　CPD3単位

東大阪市に在住又は在勤の会員の方を対象
に活動している「建築士の会東大阪」では、
今回、瓢箪山周辺史跡と東大阪市立郷土博
物館・山畑古墳群の見学会を開催致します。
見学後「歴史講演会」および、「建築士の
会東大阪」の活動報告会を行います。地域
以外の会員の方のご参加も大歓迎です。報
告会終了後は懇親会も企画しています。皆様、
是非ご参加ください。
日程　6月20日（土）
集合　13：30
見学　13：40〜（河内廃寺跡−客坊山古墳
　　　　　　　 群−郷土博物館）
歴史講演会　15：35〜
活動報告会　16：25〜
懇親会　17：15〜
集合場所　
　近鉄奈良線　瓢箪山駅　（南側噴水前）
募集　30名（申し込み先着順）
参加費　1,000円　
　　　　（入館料、保険代、資料代、飲物代含む）

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
地下鉄「谷町4丁目駅」1-B出口すぐ
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Others
その他のお知らせ

Sponsorship
建築士会からのお知らせ

Administration
行政からのお知らせ
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今
、
自
治
体
の
ア
ツ
イ
と
こ
っ
！
』
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大
阪
府
内
の
ホ
ッ
ト
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

近
年
約
二
〇
年
間
の
和
泉
市
の
ま
ち
づ
く
り  

　
　

文　
　

吉
田　

優

連
載 

第
十
回　

和
泉
市

は
じ
め
に

　

和
泉
市
は
大
阪
府
南
西
部
に
位
置
し
て
お
り
、

東
西
約
六
．九
㎞
、南
北
約
一八
．八
㎞
と
南
北
に
細
長

い
地
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。市
北
部
の
Ｊ
Ｒ
阪
和
線

沿
線
の
既
成
市
街
地
か
ら
な
る
地
域
に
対
し
て
大

阪
外
環
状
線
以
南
に
は
金
剛
生
駒
紀
泉
国
定
公

園
を
含
む
山
林
が
広
が
る
地
域
が
存
在
し
て
い
ま

す
。近
年
の
約
二
〇
年
間
で
市
の
各
部
は
大
き
く

変
化
し
ま
し
た
。こ
の
度
、和
泉
市
の
ア
ツ
イ
と
こ
ろ

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
ま
し
た
の
で
、

近
年
の
和
泉
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
動
向
と
こ
れ
か
ら

の
計
画
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
．中
部
地
域～

和
泉
中
央
の
開
発
～

　

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
に
よ
り
計
画
戸
数
約
七
、

七
〇
〇
戸
、計
画
人
口
約
二
五
、〇
〇
〇
人
の
新
住

宅
市
街
地
開
発
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、平
成
四
年
に

は
ト
リ
ヴ
ェ
ー
ル
和
泉
が
街
び
ら
き
し
ま
し
た
。こ
れ

を
契
機
と
し
、平
成
七
年
に
は
泉
北
高
速
鉄
道
和

泉
中
央
駅
の
開
業
及
び
桃
山
学
院
大
学
の
全
面

移
転
に
よ
る
開
校
が
実
施
さ
れ
、和
泉
市
中
部
の

学・住・憩・働
を
兼
ね
備
え
た
新
市
街
地
が
形
成
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

ト
リ
ヴ
ェ
ー
ル
和
泉
は
大
き
く
三
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
ら
れ
て
お
り
、和
泉
中
央
駅
を
中
心
に
商
業・

業
務
及
び
文
化
行
政
な
ど
の
公
共
施
設
が
集
積

し
、そ
の
近
傍
に
多
様
な
住
宅
需
要
に
対
応
し
た
低

層・中
高
層
住
宅
を
配
置
し
た﹁
北
部
ブ
ロ
ッ
ク︵
い

ぶ
き
野
︶﹂、桃
山
学
院
大
学
の
あ
る
学
園
地
区
に

併
せ
て
低
層・中
高
層
住
宅
を
配
置
し
た﹁
東
部
ブ

ロ
ッ
ク︵
ま
な
び
野
、は
つ
が
野
︶﹂、そ
し
て﹁
西
部
ブ

ロ
ッ
ク︵
あ
ゆ
み
野
︶﹂は
研
究
所・研
修
所
と
と
も
に

サ
ー
ビ
ス
産
業
施
設
を
誘
致
す
る
区
域
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
三
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
り
、こ
れ
ま

で
本
市
の
人
口
は一定
の
増
加
を
続
け
て
き
て
お
り
、

現
在
は一八
万
人
を
超
え
る
人
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
平
成
一五
年
に
出
張
所・図
書

館・ホ
ー
ル
等
の
六
つ
の
機
能
を
備
え
た
和
泉
シ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
の
オ
ー
プ
ン
に
加
え
て
和
泉
中
央
駅
周
辺
に

様
々
な
商
業
施
設
も
新
規
立
地
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、平
成
一八
年
に
ト
リ
ヴ
ェ
ー
ル

和
泉
に﹁
市
立
青
葉
は
つ
が
野
小
学
校
﹂が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、現
在
も
新
た
に
小
中
一
貫
校
の
建

設
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

西
部
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
阪
和
自
動
車
道
の
岸
和
田
和

泉
Ｉ
Ｃ
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
も
あ
り
、平
成
二
六

年
秋
に
は
大
型
商
業
施
設
で
あ
る﹁
ら
ら
ぽ
ー
と
和

泉
﹂が
オ
ー
プ
ン
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

２
．南
部
・
北
部
地
域

～
二
つ
の
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
～

　

先
述
の
と
お
り
、和
泉
市
は
南
北
に
細
長
い
地
形

と
な
っ
て
お
り
、北
部・南
部
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

お
け
る
住
民
の
活
動
拠
点
施
設
整
備
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

南
部
地
域
に
つ
い
て
は
、平
成
二
〇
年
に
南
部

リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
施

設
に
は
多
目
的
ホ
ー
ル
や
会
議
室・図
書
室
等
を
備

え
た
生
涯
学
習
棟
に
各
種
証
明
書
の
発
行
が
受
け

ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、市
内
で
は
初
と
な
る
道
の
駅﹁
い
ず
み
山
愛
の

里
﹂が
併
設
さ
れ
て
お
り
和
泉
市
産
の
新
鮮
野
菜

や
加
工
品・米
粉
パ
ン
等
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

北
部
地
域
に
は
、本
年
三
月
に
北
部
リ
ー
ジ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
、現
在
は
七
月
の
オ
ー
プ
ン
に

向
け
て
準
備
中
で
す
。こ
ち
ら
の
施
設
に
つ
い
て
も
、

集
会
室・図
書
室・行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等
の
六

つ
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
施
設
と
な
っ
て
お
り
、南

部
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
地
域
住
民
の
活

動
拠
点
の
場
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
整
備
に
当
た
っ
て
は
、地
元

住
民
で
構
成
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
地
域
の

特
性
を
生
か
し
な
が
ら
市
と
市
民
が
協
働
し
て
き

め
細
や
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、地
域
活
動

の
活
性
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

﹁
市
民
の
た
め
の
施
設
﹂と﹁
行
政
サ
ー
ビ
ス
施
設
﹂

を
併
せ
持
っ
た
施
設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

３
．北
西
部～

和
泉
府
中
駅
周
辺
の
再
生
～

　

市
役
所
が
あ
る
和
泉
府
中
駅
周
辺
に
つ
い
て
は

平
成
一二
年
か
ら
市
街
地
再
開
発
事
業
が
実
施
さ

れ
て
お
り
、本
市
の
都
心
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
市
街
地

へ
の
再
生
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
事
業
の
さ
き
が
け
と
し
て
平
成
二
三
年
二

月
に
は
商
業・業
務
施
設
や
図
書
館
、住
宅
、駐
車

場
を
含
む
床
面
積
約
三
五
、〇
〇
〇
㎡
の
再
開

発
ビ
ル﹁
フ
チ
ュ
ー
ル
和
泉
﹂が
竣
工
し
ま
し
た
。ま

た
、同
年
三
月
末
に
は
大
阪
府
が
施
行
し
た
国
道

四
八
〇
号
の
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
横
断
の
鉄
道
立
体
交
差

事
業
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
部
分
の
和
泉
府
中
地
下
道
が

開
通
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
五
年
五
月
に
は
橋
上
化
さ
れ
た
新
た
な

和
泉
府
中
駅
舎
の
利
用
が
開
始
さ
れ
、翌
年
春
に

は
駅
前
広
場
及
び
歩
行
者
デ
ッ
キ
が
、ま
た
、本
年

三
月
に
は
駅
前
広
場
に
面
し
た
場
所
に
観
光
情
報

や
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
、観
光
コ
ー
ス
の
相
談
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
行
う﹁
和
泉
市
い
ず
み
の
国
観
光
お
も

て
な
し
処
﹂が
完
成
し
ま
し
た
。こ
の
施
設
で
は
新
た

な
和
泉
府
中
駅
の
顔
と
し
て
、訪
れ
た
お
客
様
に
満

足
し
て
い
た
だ
き
、再
び
和
泉
市
へ
来
て
い
た
だ
く
よ

う﹁
お
も
て
な
し
の
心
﹂を
重
視
し
て
お
り
ま
す
。

４
．今
後
の
和
泉
市

～
新
病
院
計
画
に
つ
い
て
～

　

現
在
、和
泉
市
立
病
院
の
新
病
院
建
設
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。か
ね
て
か
ら
救
急
医
療
の
再
開
、

施
設
の
老
朽
化︵
非
耐
震
︶及
び
慢
性
的
な
赤
字

経
営
等
の
課
題
を
抱
え
て
い
た
和
泉
市
立
病
院
は

﹁
和
泉
市
立
病
院
あ
り
方
検
討
委
員
会
﹂で
の
検

討
を
経
て
平
成
二
六
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
制
度

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
槇
尾
川
公
園︵
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
︶敷
地
に
新

病
院
を
移
転
新
築
し
、公
園
の
再
整
備
と
併
せ
た一

体
的
な
整
備
を
行
う
こ
と
で
、緑
豊
か
で
患
者
に
や

さ
し
い
病
院
づ
く
り
を
目
指
す
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

の
も
と
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
七
年
春
に
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
り
基
本
設
計
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
新
病

院
は
、病
床
三
〇
七
床
、延
べ
面
積
約
二
八
、〇

〇
〇
㎡
を
予
定
し
て
お
り
、平
成
三
〇
年
の
開
院
に

向
け
て
計
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、コ
ス
ト
縮
減
及
び
工
期
短
縮
の
た
め
実
施

設
計
と
工
事
を
一
括
発
注
す
る
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方

式
を
採
用
し
ま
す
。

５
．お
わ
り
に

　

和
泉
市
は
、名
前
の
由
来
で
も
あ
る﹁
和
泉
国
﹂

の
国
府
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、古
い

歴
史
を
持
つ
地
域
で
す
。市
内
に
は
、Ｊ
Ｒ
阪
和
線

と
並
行
す
る
よ
う
に﹁
小
栗
街
道︵
熊
野
古
道
︶﹂が

走
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、国
の
史
跡
に
も
指
定
さ
れ
た

﹁
池
上
曽
根
遺
跡
﹂が
あ
り
、西
国
三
十
三
所
の
四

番
札
所
で
あ
る﹁
槇
尾
山
施
福
寺
﹂も
あ
り
ま
す
。

　

近
年
の
新
し
く
作
ら
れ
た
も
の
や
大
き
な
施
設

に
目
が
い
き
が
ち
で
す
が
、昔
か
ら
の
町
並
み
を
守
っ

て
い
く
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。新
し
い
も
の
と
古

い
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
生
か
し
な
が
ら
共
存
し
て
い
く

ま
ち
づ
く
り
と
い
う
も
の
も
こ
れ
か
ら
は
必
要
に
な
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
、そ
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

吉
田
　
優

　
和
泉
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
部
　
建
築
・
開
発
指
導
室
　
総
括
主
幹

一
九
七
四
年	

堺
市
生
ま
れ

二
〇
〇
〇
年	

和
泉
市
へ
入
庁

	

建
築
営
繕
行
政
・
建
築
指
導
行
政
に
携
わ
る

二
〇
一
三
年
十
月
～
二
〇
一
五
年
三
月

	

宮
城
県
石
巻
市
へ
被
災
地
応
援
の
た
め
派
遣

	

現
在
に
至
る

北部リージョンセンター

南部リージョンセンター橋上化された和泉府中駅

和泉市のイメージキャラクター
「コダイくんとロマンちゃん」

上：おもてなし処　下：和泉府中駅前広場
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Gallery 建築作品紹介 さかい利晶の杜 設計：東畑・ダイシン設計共同体（茶室監修：中村利則）
施工：橋爪・日野建設工事共同企業体

さかい利晶の杜は堺市の観光拠点として、堺観光案内展示、千利休・与謝
野晶子展示室、茶の湯体験施設からなる。茶庭には祖形待庵が復元され
ている。堺は伝統ある都市であるとともに「もののはじまりなんでも堺」と
いう進取の気風を持つ。さかい利晶の杜の建築は、「家型」や「土壁」な
ど伝統的な形態や素材が、ガラスや金属パネルと同じ場所にあることで「堺」
を象徴する。エントランスと観光案内展示室はダブルスキンのガラスで覆い、
昼夜の人の賑わいを外部に滲ませる。外部を巡る様々な緑の空間は「市中
の山居」を敷地全体に展開して多様な貌を見せ、茶室に面した茶庭は最も
深い庭を形成して、訪れた者に沈黙を与える。（北村　潤／東畑建築事務所）

所 在 地：堺市堺区
用　　途：観光案内施設
　　　　　博物館
竣　　工：2015.02
構造規模：RC（1部PC）・

S・W造地上3階
敷地面積：4,134.40㎡
建築面積：1,991.35㎡
延床面積：3,405.67㎡
写　　真：野口兼史
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Gallery 建築作品紹介

敷地は安治川隧道の二筋北側に位置し、南面を長手に接道したほぼ長方
形の形状をしている。そこで園庭を中心としたかぎ型の配置となってい
る。カギの部分の 1 階は事務所や厨房などの監理部門、2 階に遊戯室を
配置し、そこから内部階段を含めた吹抜け空間を挟んで保育室が連なっ
ている。保育室からはバルコニーデッキを通って園庭に出ることがで
き、子供たちが外部で遊ぶことを促している。道路面に沿って植えた紅
カナメモチやスダジイ、ソメイヨシノやドウダンツツジなどはまだまだ
幼いが、子らの成長とともに大きく繁れば、四季折々の景色や香りを味
わせてくれるだろう。　　　　　　　　　　　　　（田中義久・蛭子葉子）

所 在 地：大阪市此花区
用　　途：保育所
施　　工：2015.03 
構造規模：鉄骨造2階建
敷地面積：602.21㎡
建築面積：323.10㎡
延床面積：497.96㎡

設計：田中都市建築事務所
施工：KH プランニング勢至学園西九条園

建 築 主：社会福祉法人
やすらぎ福祉会

所 在 地：京都府京田辺市
用　　途：特別養護老人  
　　　　　ホーム
　　　　　デイサービス
竣　　工：2015.01
構造規模：RC 造 4 階建
敷地面積：3961.14㎡
延床面積：5944.75㎡
写　　真：市川かおり

敷地は山手幹線に面し同志社大学の建築群を望む緑豊かな落ち着いた
場所にあります。恵まれた自然と光・風を最大限取り込むため建物を 2
棟に分けました。その間に中庭を配置し、それを横断するブリッジ状の
廊下を 2 本設ける事で外の風景を感じながら各階で中庭（吹抜）を回遊
できます。エントランスとそれにつながる中庭には手漉き和紙作家、造
園家とのコラボによる「自然」をテーマにした光と風と緑にあふれる空
間が広がります。屋上テラスにはウッドデッキを敷き詰め緑地・菜園を
設けました。高齢者の一人一人が自分の好きな場所を見つけそこに出向
いて自由な時間を存分に楽しんでもらえたらと思います。　（岡﨑　雅）

設計：アーキ・プランニング・オフィス
施工：村本建設特別養護老人ホーム やすらぎの杜
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第
27
回

男山 UR 賃貸住宅のリノベーションについて

田邉　豪二
独立行政法人都市再生機構西日本支社 ストック事業推進部ストック再編事業第 2 チーム
平成 5 年入社後、枚方市香里団地、西宮市浜甲子園団地の UR 賃貸住宅の建て替え事業の計画や、UR 賃貸住宅ストック再生・再編方針の策
定に関わるなどの業務を実施。平成 26 年からストック事業推進部にて、男山団地のプロジェクトを担当。

若者から子育て世代、シニア世代とさまざまな人々にとって住みやすいコミュニティであり続けるために。
2013 年に始まった男山団地を対象とした八幡市、関西大学、UR 都市機構の共同による地域再生活性化プ
ロジェクトの取り組みと成果、今後の展開について、UR 都市機構の田邉豪二さんにご紹介いただきました。

民
の
府
職
員
の
﹁
ま
ち
の
公
共
員
﹂
を
中
心
に
、

市
、
関
西
大
学
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
が
実
施
す
る

﹁
男
山
や
っ
て
み
よ
う
会
議
﹂
と
い
う
地
域
の

方
々
が
男
山
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
何
か
を
し

よ
う
、
と
い
う
会
議
が
平
成
二
七
年
三
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
子
育
て
支
援
で
は
、﹁
ダ
ン
チ 

ｄ
ｅ 

コ
ソ
ダ
テ 

ｉ
ｎ
男
山
﹂
を
目
指
し
、
団
地
の

Ａ
地
区
集
会
所
の
和
室
を
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
が
改

修
し
、
週
四
日
地
域
の
子
育
て
支
援
団
体
︵
お

ひ
さ
ま
テ
ラ
ス
︶
が
、
親
子
が
集
い
触
れ
合
う

場
や
一
時
預
か
り
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
関
西
大
学
と
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
子
育
て
住
ま
い
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
五
戸
の
住
戸
改
修
を
実
施

し
、
平
成
二
七
年
二
月
に
四
戸
を
募
集
し
、
入

居
に
至
っ
て
い
ま
す
。

４
．子
育
て
住
ま
い
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

に
つ
い
て

　

Ｕ
Ｒ
男
山
団
地
Ａ
地
区
の
子
育
て
支
援
を
行

う
集
会
所
の
周
囲
に
あ
る
三
階
か
ら
五
階
の
住

戸
か
ら
、
長
期
間
お
住
ま
い
だ
っ
た
住
戸
で
、

流
し
台
な
ど
設
備
の
更
新
が
必
要
な
住
戸
や
床

な
ど
の
傷
み
が
激
し
い
住
戸
な
ど
通
常
よ
り
修

繕
費
用
を
要
す
る
住
戸
を
五
戸
選
定
し
ま
し
た
。

　

選
定
し
た
３
Ｋ
︵
48
㎡
︶
の
住
戸
五
戸
に
つ

い
て
、
関
西
大
学
大
学
院
の
学
生
な
ど
が
基
本

設
計
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
多
く
の
住
戸

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
き
た
Ｕ
Ｒ
都
市

機
構
メ
ン
バ
ー
と
仕
様
や
設
備
な
ど
の
打
ち
合

わ
せ
を
重
ね
ま
し
た
。
現
地
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
、
見
積
が
上
が
っ
た
後
は
、
ま
た
工
事
費
の

精
査
や
仕
様
変
更
な
ど
の
打
ち
合
わ
せ
を
経

て
、工
事
の
発
注
、実
施
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
は
、﹁
の
び
や
か
に

暮
ら
せ
る
団
地
﹂
と
し
て
、﹁
の
び
の
び
し
た

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
﹂﹁
見
守
り
、
感
じ
ら
れ
る
プ

１
．Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て

　

Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
と
は
、
都
市
基
盤
整
備
公
団

︵
さ
ら
に
前
身
は
昭
和
三
〇
年
に
設
立
さ
れ
た

日
本
住
宅
公
団
︶
か
ら
受
け
継
い
だ
賃
貸
住
宅

︵
公
団
住
宅
︶
に
都
市
機
構
の
英
語
の
略
称
﹁
Ｕ

Ｒ
﹂
を
冠
し
た
住
宅
で
す
。

　

公
団
住
宅
は
、
住
宅
不
足
著
し
い
地
域
に
お

い
て
、
勤
労
者
の
た
め
の
耐
火
性
能
を
有
す
る

構
造
の
集
合
住
宅
の
供
給
を
行
う
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
て
整
備
さ
れ
て
き
た
住
宅
で
す
。

　

平
成
二
四
年
度
末
時
点
の
管
理
戸
数
は
、
約

七
五
万
戸
で
す
が
、
昭
和
三
〇
年
代
の
住
宅
は

建
て
替
え
が
進
ん
で
お
り
、
約
四
万
七
千
戸
、

約
六
％
で
す
が
、
昭
和
四
〇
年
代
に
管
理
開
始

し
て
い
る
住
宅
は
、
約
三
二
万
一
千
戸
、
約

四
三
％
を
占
め
て
い
る
状
況
で
す
。

　
２
．Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
の
団
地
再
生
、　

　

住
戸
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

　

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
で
は
、
平
成
一
九
年
度
に
策

定
し
た
﹁
ス
ト
ッ
ク
再
生
・
再
編
方
針
﹂
の
中

で
、
約
一
六
万
戸
を
﹁
団
地
再
生
﹂
と
位
置
づ

け
る
と
と
も
に
、
新
た
な
方
向
性
と
し
て
﹁
高

齢
者
の
安
心
居
住
﹂﹁
子
育
て
支
援
﹂﹁
地
域
の

多
機
能
拠
点
﹂
に
つ
い
て
取
り
組
む
と
打
ち
出

し
ま
し
た
。

　

住
戸
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
昭
和
四
〇

年
代
団
地
を
中
心
に
、
Ｍ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
や
、
イ
ケ
ア
、

京
都
女
子
大
学
等
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
、
特
に
若
者
に
訴
求
す
る
住
宅
供
給
も
近

年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
平
成
二
六
年
度
に
は
、
超
高
齢
社

会
に
お
け
る
﹁
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
﹂
の

実
現
に
向
け
、地
域
医
療
福
祉
拠
点
の
形
成︵
医

療
福
祉
施
設
等
の
充
実
だ
け
で
な
く
、
若
者
世

帯
、
子
育
て
世
帯
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の

推
進
な
ど
も
含
む
︶を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
、

地
方
公
共
団
体
等
と
連
携
し
て
推
進
し
て
い
く

こ
と
を
公
表
し
、
そ
の
先
行
的
取
組
み
団
地
と

し
て
、
Ｕ
Ｒ
男
山
団
地
な
ど
二
三
団
地
を
上
げ

て
い
ま
す
。

　
３
．男
山
団
地
で
の
取
り
組
み

　

Ｕ
Ｒ
男
山
団
地
は
、
京
都
府
八
幡
市
に
位

置
し
、
昭
和
四
七
年
度
か
ら
管
理
開
始
し
た

一
四
七
棟
、
約
四
、六
〇
〇
戸
の
団
地
で
す
。

こ
の
Ｕ
Ｒ
男
山
団
地
を
中
心
と
す
る
男
山
地
域

は
、
八
幡
市
の
人
口
の
約
七
万
三
千
人
の
一
／

三
が
居
住
す
る
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
男
山
地
域
を
対
象
と
し
て
、
平
成
二
五

年
一
〇
月
に
、
京
都
府
知
事
立
会
い
の
も
と
、

八
幡
市
、﹁
集
合
住
宅
＂
団
地
＂
の
再
編
︵
再
生
・

更
新
︶
手
法
に
関
す
る
技
術
開
発
研
究
﹂
を
行

う
関
西
大
学
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
の
三
者
が
﹁
住

み
た
い
、
住
み
つ
づ
け
た
い
、
男
山
﹂
を
目
指

し
て
、
相
互
に
連
携
・
協
力
す
る
﹁
男
山
地
域

ま
ち
づ
く
り
連
携
協
定
﹂
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

そ
の
協
定
締
結
後
、
協
定
に
基
づ
き
、
京
都

府
を
含
む
四
者
で
﹁
次
世
代
を
育
む
ま
ち
づ
く

り
︵
子
育
て
支
援
︶﹂﹁
地
域
包
括
ケ
ア
の
確
立

︵
高
齢
者
対
応
︶﹂﹁
地
域
に
活
力
を
呼
び
戻
す

ま
ち
づ
く
り
、
住
民
が
主
役
と
な
る
ま
ち
づ
く

り
︵
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
・
形
成
支
援
︶﹂
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
六
年
度
の
主
な
取
り
組
み
の
成
果
と

し
て
は
、
高
齢
者
対
応
で
は
、
Ｕ
Ｒ
男
山
団
地

内
に
地
域
包
括
ケ
ア
複
合
施
設
が
平
成
二
七
年

秋
竣
工
、
開
設
に
向
け
て
着
工
し
ま
し
た
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
・
形
成
支
援
で
は
、
Ｕ
Ｒ
男

山
団
地
の
セ
ン
タ
ー
地
区
の
施
設
に
、
関
西
大

学
の
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
す
る
﹁
だ
ん

だ
ん
テ
ラ
ス
﹂
が
三
六
五
日
オ
ー
プ
ン
し
、
朝

市
や
一
〇
時
か
ら
の
ラ
ジ
オ
体
操
、
夏
に
は
エ

ジ
ソ
ン
の
竹
で
有
名
な
竹
を
使
っ
た
流
し
そ
う

め
ん
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
京
都
府
が
全
国
で
初
め
て
創
設
し
た
半
公
半

　

ま
た
、
こ
の
子
育
て
住
ま
い
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
募
集
に
よ
り
来
訪
さ
れ
た
若
い
世
帯

が
、
結
果
と
し
て
他
の
Ｕ
Ｒ
男
山
団
地
内
の
住

戸
を
ご
契
約
さ
れ
る
な
ど
、
単
に
四
戸
の
募
集

と
い
う
以
上
の
成
果
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
二
七
年
度
に
お
い
て
も
、
関
西
大
学
や

だ
ん
だ
ん
テ
ラ
ス
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
、
若
い
世
代
に
訴
求
す
る
住
戸
や
、
住
ま

い
手
の
意
向
を
よ
り
強
く
反
映
し
た
住
戸
の
改

修
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

引
き
続
き
、
Ｕ
Ｒ
男
山
団
地
、
男
山
地
域
ま

ち
づ
く
り
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

５
．募
集
時
の
反
応
や
募
集
結
果
、

　

平
成
二
七
年
度
の
展
開
に
つ
い
て

　

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
で
は
、二
月
に
約
一
週
間︵
八

日
間
︶
内
覧
会
を
開
催
し
、
九
日
目
に
募
集
受

付
、
抽
選
を
行
い
ま
し
た
。

　

募
集
家
賃
は
、
も
と
の
家
賃
か
ら
二
千
円
か

ら
二
千
五
百
円
程
度
上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
期

間
の
来
場
者
は
、
の
べ
八
三
組
で
、
四
戸
に
対

し
一
八
件
の
応
募
、
応
募
倍
率
四
．
五
倍
と
い

う
状
況
で
、
契
約
、
入
居
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

来
場
さ
れ
た
方
々
の
声
と
し
て
は
、
明
る
く

て
よ
い
、
広
々
し
て
い
て
よ
い
、
開
放
感
が
よ

い
と
い
う
肯
定
的
意
見
も
あ
れ
ば
、
収
納
が
少

な
い
と
い
う
否
定
的
な
意
見
も
出
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
二
年
程
度
の
Ｕ
Ｒ
男
山
団
地

の
住
宅
募
集
へ
の
来
場
者
に
占
め
る
三
〇
代
以

下
の
若
年
世
帯
は
、
約
四
五
％
で
あ
り
、
今
回

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
物
件
で
は
、
約
七
〇
％
と

い
う
こ
と
で
、
若
年
世
帯
へ
の
訴
求
効
果
が

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
﹂
と
い
う
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

　

型
式
と
し
て
は
、
３
Ｋ
か
ら
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
２

Ｄ
Ｋ
の
二
タ
イ
プ
の
住
戸
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
﹁
の
び
の
び
し
た
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
﹂
と
は
、

現
状
の
階
段
室
型
住
宅
の
魅
力
で
あ
る
、
南
北

の
抜
け
を
意
識
し
な
が
ら
、
①
大
き
な
空
間
を

必
要
に
応
じ
て
分
け
る
②
気
持
ち
よ
く
立
て
る

キ
ッ
チ
ン
③
明
る
く
気
持
ち
の
い
い
サ
ニ
タ

リ
ー
ル
ー
ム
の
三
点
を
柱
に
計
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
﹁
見
守
り
、
感
じ
ら
れ
る
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
﹂
と
は
、﹁
キ
ッ
チ
ン
か
ら
見
え
る
﹂﹁
気

配
を
感
じ
ら
れ
る
つ
な
が
り
の
空
間
﹂
な
ど
、

少
し
離
れ
た
場
所
に
居
て
も
、
見
守
り
、
気
配

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
空
間
構
成
と
な
る
よ
う

に
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
に
は
、
南
面
二
室
と
キ
ッ
チ
ン
で
あ
っ

た
部
屋
を
一
室
と
い
う
空
間
に
し
た
り
、
一
室

ま
で
は
い
か
な
い
け
れ
ど
も
、
キ
ッ
チ
ン
と
個

室
の
間
の
壁
を
く
り
抜
い
て
キ
ッ
チ
ン
か
ら
見

え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
観
点
か
ら
擦
り
ガ
ラ
ス
だ
っ
た
も
の

を
透
明
ガ
ラ
ス
に
し
、
明
る
く
開
放
感
の
あ
る

室
内
空
間
の
実
現
だ
け
で
な
く
、
団
地
の
持
つ

魅
力
的
な
屋
外
空
間
を
感
じ
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。
サ
ニ
タ
リ
ー
部
分
も
、
で
き
る

限
り
大
き
く
す
る
た
め
、
壁
の
位
置
を
移
動
し

た
り
、
ま
た
思
い
切
っ
て
ト
イ
レ
の
扉
を
取
り

払
い
、
洗
面
所
空
間
と
一
体
さ
せ
、
広
い
空
間

を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
個
々
の
部
屋
ご
と
に
趣
向
を
変
え

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
子
ど
も
や
親
が
南
の
日

差
し
の
も
と
寝
そ
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

畳
の
部
屋
に
し
た
り
、
マ
マ
友
が
子
ど
も
た
ち

と
集
ま
っ
て
食
事
を
作
っ
た
り
、
食
べ
た
り
し

や
す
い
よ
う
な
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
を
据
え
た
り

し
て
い
ま
す
。

UR 男山団地

ダンチ de コソダテ in 男山団地リーフレット

大きな畳リビングのある住まい

大きなワンルーム使いのできる住まい 大きなワンルーム使いのできる住まい

プレイルームのある住まい

大きなキッチンが家の中心にある住まい

参考　男山団地：http://www.ur-net.go.jp/kansai/otokoyama_danchi/
　　　MUJI × UR：http://www.ur-net.go.jp/muji/
　　　京都女子大学× UR：http://www.ur-net.go.jp/kansai/kyojo/project.html

プレイルームのある住まい 大きなワンルーム使いのできる住まい

大きなキッチンが家の中心にある住まい 大きな畳リビングのある住まい

ＤＫ

押入

便所

洗面室
浴室

玄関

ＰＳ

階段室

押入

冷蔵庫
置場

洗濯機
置場

物置

見守り視線

プレイルーム

個室

冷蔵庫
置場

台所 ＬＤ

玄関

ＰＳ

階段室

浴室

便所

洗面室 洗濯機
置場

収納

緑道への視線

回遊動線

個室

冷蔵庫
置場 物置廊下 押入

押入
洗濯機
置場

便所

玄関

ＰＳ

階段室

洗面室
個室（１）

個室（２）

浴室

台所

冷蔵庫
置場

洗濯機
置場

玄関

便所

ＰＳ

階段室

物置押入

洗面室

収納

個室

回遊動線

浴室

広間ＤＫ

ダイニングキッチンから子どもへの目配りのできるプレイルーム
を持つプラン。

障子を開け放てば、家全体を大きなワンルーム空間として
使うことのできるプラン。

住まいの中心には、友達を呼びたくなる大きなキッチン
があるプラン。

日当たりの良い、思わず寝そべりたくなる大きな畳の空間
があるプラン。

男山団地が持つ季節感豊かな緑の空間、大きく開いた空。
ここで気持ちよく暮らすための空間づくりを目指しました。
住宅プランは、のびのびとして安心感があり、家族の気配が
感じられる空間としました。

ダンチ コソダテde
のびやかに暮らせる団地
子育ての住まいリノベーション

団地の住戸の魅力である陽当たりや風通しの良さを意識しなが
ら構成し、次の３つのコンセプトで計画しました。

住まいの中で親子どうしが少し離れた場所にいても、子どもを
見守ることができ、子どもは安心感を抱く。私たちは、そんな
距離感をデザインしました。

見守り、気配を感じられるプランニング

のびのびしたプランニング

③明るく気持ちのいいサニタリールーム
②気持ちよく立てるキッチン
①大きな空間を必要に応じて分けるプラン

住戸番号 : A55-404
型式 　　:  2DK- ム

住戸専有面積　 : 48.05 ㎡
バルコニー面積 :   4.81 ㎡

募集家賃 ( 月額 ): 48,300 円
共益費 ( 月額 )    :   2,300 円

住戸番号 : A63-503
型式 　　: 1LDK-ミ

住戸専有面積　 : 48.05 ㎡
バルコニー面積 :   4.81 ㎡

募集家賃 ( 月額 ): 45,900 円
共益費 ( 月額 )    :   2,300 円

住戸番号 : A55-302
型式 　　:  2DK- ミ

住戸専有面積　 : 48.05 ㎡
バルコニー面積 :   4.81 ㎡

募集家賃 ( 月額 ): 50,900 円
共益費 ( 月額 )    :   2,300 円

住戸番号 : A63-301
型式 　　: 1LDK-マ

住戸専有面積　 : 48.05 ㎡
バルコニー面積 :   4.81 ㎡

募集家賃 ( 月額 ): 50,900 円
共益費 ( 月額 )    :   2,300 円

△

△

見
守
り
感
じ
ら
れ
る
距
離

窓
か
ら
見
え
る
空
と
緑

パパやママが
「自分のための時間が作れない」
「気持よく家事ができない」
だから気持よくない...
そんな毎日はもったいない!!
子どもと一緒に、毎日を笑顔で、
安心してのびやかに暮らす。
このことを実現できる環境づくりが子育てに
とって一番大切だと考えます。

子育て支援プロジェクトが考える
　　　　　子育てに大切な考え方とは。

A55

A63

A50

生涯学習
 センター前

くすのき
  小学校

男山
 商店街西

金振東

男山
  商店街東

弓岡

弓岡

生涯学習
 センター前

くすのき
  小学校

しで原

しで原

松里

106 棟前

101 棟前

長谷

長谷

くすのき
近隣公園

竹園児童
  センター

くすのき小学校

八幡第二
幼稚園

山鳩保育園
つばめ公園

生涯学習
  センター

男山団地
  南集会所

写

酒

肉

肉

電

電

コ

歯

歯

歯

D

だんだんテラス
（約 500m先）

徒歩 約 7 分

徒歩 約 5 分

このプロジェクトでは、

主催：関西大学団地再編プロジェクト／ＵＲ都市機構／八幡市／京都府
協力：市民団体 おひさまテラスの会

ダンチ コソダテde

-開所日時-
毎週　月・火・金・土

10：00～16：00
「遊びの広場」

「ファミリーサポート」
10：00～20：00

お問い合わせ：八幡市子育て支援センター ☎ 075-983-8747
運営：おひさまテラスの会

を実施し、ＵＲ男山団地をきっかけとした、まち全体の子育て
環境の再編を目指しています。

男山子育て支援プロジェクト

　こども達がはじめて、仲間の中で遊ぶ。そんな姿を見
ることが出来る。それが、「おひさまテラス」です。
　地域の方も気軽に立ち寄れる場所を目指しています。
　誰でも気軽に遊びに来れる、「遊びの広場」だけでなく、
『就園前にちょっとみんなとの生活体験を。』そんなパパ
ママのニーズに応える、一時預かりサービス「ファミリー
サポート」があります。

ダンチ コソダテde

：バス停
　（京阪バス）

：バス停
　（コミュニティバス）

：バス進行方向

: スベリ台

: ブランコ

: 砂場

: 鉄棒

: ジャングルジム

: 広場:商店・コンビニ

:レストラン・食事処

:医院

:薬局

:ドラッグストア

:理・美容室

:衣料店

:クリーニング店

:スーパーマーケット

:パン屋

:カフェ・喫茶店

D

だんだんテラス：住民コミュニティの場

団地内の緑道
：緑豊かなお散歩コース

：遊具・遊び場がいっぱい！団地内の広場

地域の公園 : いろいろな活動ができるよ！

くすのき近隣公園

くすのき近隣公園（グラウンド）

地域の施設：お店・施設が充実！

スーパーマーケット 竹園児童センター

子育ての住まいリノベーション

ダンチ コソダテde

詳しくは
裏面をご覧下さい

住まいリノベーション
（大きなワンルーム使いの住まい）

1〈80m〉 2〈160m〉

（m）

2.5（分）0

0 50 100 200

住棟エントランス改修
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大
阪
ホ
ン
マ
も
ん
解
説

写
真　

田
籠
哲
也　

文　

牧
野
隆
義

　

大
阪
市
中
央
区
に
壁
面
を
緑
の
蔦
で
覆
わ
れ
た
ビ
ル

が
建
っ
て
い
る
。名
前
は﹁
青
山
ビ
ル
﹂で
、少
し
だ
け
開
か

れ
た
出
入
口
が
何
と
も
奥
ゆ
か
し
い
。

　

そ
も
そ
も
高
級
食
材
店
を
営
む
野
田
源
次
郎
氏
の

住
ま
い
と
し
て
建
て
ら
れ
、青
山
喜
一
の
所
有
と
な
っ
た

後
、一
時
期
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
向
け
の
娯
楽
施
設
に
な
っ
た
が
、戦

後
は
貸
ビ
ル
と
な
っ
た
。

　

設
計
は
伊
東
恒
治
氏
が
担
い
、施
工
は
大
林
組
が
担

当
し
た
。構
造
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、規
模
は
地
下

一
階
、地
上
三
階
建
て
。後
に
四
階
、五
階
部
分
を
増
築

し
て
い
る
。ス
パニッ
シ
ュス
タ
イ
ル
の
意
匠
を
纏
っ
た
ビ
ル
は
、

大
正
一
〇
年︵
一
九
二
一
年
︶に
竣
工
し
た
。平
成
九
年
に

は
国
指
定
登
録
有
形
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

　

建
物
を
覆
い
つ
く
す
緑
の
蔦
は
甲
子
園
球
場
か
ら
株
分

け
さ
れ
た
も
の
で
、都
会
の
ど
真
ん
中
に
あ
っ
て
心
癒
さ
れ

る
自
然
を
喚
起
さ
せ
る
。一
階
に
老
舗
の
喫
茶
店
が
営
業

し
て
い
た
が
、現
在
は
新
た
な
喫
茶
店
が
入
居
し
て
い
る
。

　

道
行
く
人
々
の
眼
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
風
景
と

な
っ
て
い
る
建
物
で
は
あ
る
が
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
欠
か
せ

な
い
わ
け
で
、と
か
く
応
援
し
た
く
な
る
気
持
ち
が
自
然

と
湧
い
て
く
る
。

建築人　6
　　　　　　　　　  　 2015

監修　　公益社団法人大阪府建築士会

　　　　建築情報委員会

編集　　建築情報委員会『建築人』編集部

　　　　編集人代表　米井　寛

　　　　編集人　　　荒木公樹　　　飯田英二

　　　　　　　　　　河合哲夫　　　黒川祐樹

　　　　　　　　　　筑波幸一郎　　中江　哲

　　　　　　　　　　橋本頼幸　　　牧野隆義

　　　　事務局　　　山本茂樹　　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

安心な住まいとまちをささえる

「建築家と建築士」の役割とは

『建築家と建築士　‐法と住宅をめぐる百年』著者と語る

速水清孝氏講演会

『建築家と建築士　‐法と住宅をめぐる百年』著者と語る

日　　時：2015 年 6 月 13 日（土）15 時～ 17 時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（受付開始：14 時 30 分）

場　　所：531-6023　大阪市北区大淀中 1-1

　　　　　　　　　　梅田スカイビルタワーウエスト　36 階

講　　師：速水　清孝氏（日本大学　教授）

共同主催：NPO 法人　西山夘三記念すまい・まちづくり文庫

               （公社）大阪府建築士会、（公社）日本建築家協会近畿支部

               （一社）日本建築協会、（一社）大阪府建築士事務所協会

後　　援：（一社）日本建築学会、近畿建築士会協議会、ＮＰＯ法人　住宅長期保証支援センター

協　　賛：積水ハウス株式会社、積水ハウス梅田オペレーション株式会社

参 加 費  ：無料                    

定　　員：１００名、要申し込み（先着順）

申込・問合先：日本建築家協会近畿支部

             E-mail: jia@bc.wakwak.com   TEL:06-6229-3371 FAX:06-6229-3374 

　速水清孝氏の著作：「建築家と建築士」は、建築士法をつくろうとする　

動きがおこってからの 100 年、建築士法の成立に対して、時には賛同し、

時には議論しながら、思いを持って取り組んできた人たちの記録である。

　著作が、2014 年度日本建築学会著作賞を受賞したこのタイミングに、

現在第一線で活躍する建築家・建築士たちがふと立ち止まってこの 100 年

の歴史をふりかえる機会になることを期待し、この講演会の開催を決めた。

現役の建築家・建築士たちだけではなく、未来の建築家・建築士たちの心

にもきっと響くことだろう。

　速水氏の講演に留まらず、共同主催団体から建築家・建築士たちが参加

したディスカッション、そして参加者からの積極的な発言も交えながら、

他では類を見ない、活発な議論の場になることを期待したい。

安心な住まいとまちをささえる

「建築家と建築士」の役割とは

速水清孝（はやみ・きよたか）氏プロフィール

　1967 年生まれ。千葉大学卒業、大学院修士課程修了。

　郵政省大臣官房建築部などを経て、東京大学大学院博士課程修了。

　東京大学生産技術研究所博士研究員を経て、現在日本大学工学部教授

　博士（工学）、一級建築士。東京建築士会所属。

　2007 年日本建築学会奨励賞、2013 年建築史学会賞

　2014 年日本建築学会著作賞

　著作：「建築家と建築士 - 法と住宅をめぐる百年」

　　　　東京大学出版会　2011 年９月出版

　写真：内田祥三設計「和田小六邸」　東京都公文書館所蔵資料　原撮影者不明　写真撮影：相原功

CPD 認定プログラム（2 単位）  

　
　

建
築
相
談

建
築
士
の
見
た
ト
ラ
ブ
ル
事
例
︵
二
十
八
︶

専
門
家
の
存
在
と
そ
の
価
値

編
・
構
成　

橋
本
頼
幸

　

専
門
家
と
し
て
の
建
築
士
が
い
れ
ば
そ
の
ト
ラ
ブ
ル

は
回
避
で
き
た
の
に
、と
い
う
ケ
ー
ス
は
し
ば
し
ば
見
か

け
ま
す
。一
方
で一
般
消
費
者
か
ら
見
た
建
築
士
の
イ

メ
ー
ジ
は
ま
だ
ま
だ
身
近
に
は
な
く
、﹁
敷
居
が
高
い
﹂

印
象
が
根
底
に
あ
り
ま
す
。﹁
こ
ん
な
こ
と
を
相
談

し
て
も
い
い
の
か
な
ぁ
﹂と
い
う
一
般
の
方
の
相
談
の
ほ

と
ん
ど
は
我
々
建
築
士
か
ら
見
れ
ば
、﹁
な
ぜ
も
っ
と

早
く
頼
ん
で
こ
な
い
の
か
？
﹂と
思
う
内
容
ば
か
り
で

す
。今
月
は
、相
談
事
例
を
交
え
て
相
談
委
員
の
岩

岸
克
浩
様
に
話
題
提
供
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

監
理
者
が
い
れ
ば・・・

　

こ
の
よ
う
に
計
画・施
工
す
る
と
し
て
い
た
の
に
、思

惑
と
違
う・・・は
よ
く
聞
く
話
で
す
。発
注
者
は
、施
工

者
が﹁
契
約
通
り
で
す
﹂と
言
う
が
本
当
な
の
か
わ
か

ら
な
い
、と
不
安
に
な
り
ま
す
。明
ら
か
に
契
約
と
違

う
の
で
あ
れ
ば
、専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
も
違
い

ま
す
ね
と
言
え
る
の
で
す
が
、ど
ち
ら
と
も
取
れ
る
よ

う
な
曖
昧
な
説
明
と
契
約
を
結
ん
で
い
る
な
ど
の
時

は
本
当
に
困
り
ま
す
。ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
も
、き
ち
ん

と
内
容
を
確
認
し
て
し
っ
か
り
と
納
得
の
上
で
契
約
し

て
く
だ
さ
い
と
し
か
言
え
な
い
の
で
す
が
、実
際
は
監
理

を
す
る
建
築
士
が
い
れ
ば
状
況
は
変
わ
る
は
ず
で
す
。

専
門
家
不
在
の
場
合
は
複
雑
に
な
る

　

設
計
監
理
の
介
在
し
な
い
施
工
者
と
の
直
接
契
約

の
み
の
施
工
の
ケ
ー
ス
で
は
、さ
ら
に
複
雑
に
な
り
ま

す
。業
者
は
概
ね
良
心
的
な
と
こ
ろ
が
多
い
と
は
思

い
ま
す
が
、そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
も
存
在
し
ま
す
。だ

か
ら
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
の
で
す
が
、建
築
士
が
設
計
せ

ず
、建
築
の
知
識
に
乏
し
い
発
注
者
に
、﹁
こ
こ
は
危
険

だ
か
ら
﹂﹁
な
に
か
あ
っ
て
は
大
変
﹂﹁
も
う
だ
め
で
す

よ
﹂な
ど
と
不
安
を
あ
お
る
よ
う
な＂
営
業
ト
ー
ク
＂

か
ら
入
っ
て
、必
要
の
な
い
箇
所・過
剰
な
施
工
や
高

価
な
見
積
も
り
な
ど
を
行
い
仕
事
に
し
て
い
く
、こ
の

よ
う
な
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
契
約
形
態
は
、本
来
信
頼
関
係
が
あ
る

か
ら
こ
そ
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。実
直
に
施
工
し
て
い
た

だ
け
る
良
心
的
な
業
者
で
あ
れ
ば
問
題
な
い
の
で
す

が
、そ
う
で
な
い
場
合
は
、不
幸
な
結
果
に
な
る
こ
と
は

容
易
に
想
像
が
つ
き
ま
す
。し
か
も
相
談
ア
ド
バ
イ
ス

と
し
て
は
監
理
契
約
を
結
ん
で
い
な
い
状
態
で
は
、先

ほ
ど
と
同
様﹁
納
得
の
上
で
進
め
て
下
さ
い
﹂と
し
か

い
え
ず
、な
ん
と
も
歯
が
ゆ
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

建
築
士
の
存
在
と
そ
の
価
値

　

多
く
の
発
注
者
は
、﹁
設
計
費
が
高
い
か
ら
﹂﹁
誰

に
頼
め
ば
良
い
の
か
わ
か
ら
な
く
て
﹂な
ど
よ
く
聞
く

話
が
で
て
き
ま
す
。言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、実

際
施
工
の
必
要
の
無
か
っ
た
無
駄
な
出
費
や
後
日
ト

ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
か
ら
か
か
る
費
用
か
ら
比
べ
る
と
設

計・監
理
に
要
す
る
費
用
が
高
額
に
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。し
か
し
、誰
に
頼
め
ば
い
い
の
か
？
に
関
し
て

は
、適
切
な
案
内
が
で
き
な
い
の
も
事
実
で
す
。

　

事
実
、一
般
の
人
か
ら
す
る
と﹁
敷
居
が
高
く
﹂﹁
ど

の
人
を
信
用
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
﹂な
ど
、ま

だ
ま
だ
謎
め
い
た
建
築
士
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

建
築
士
は
、社
会
に
も
っ
と
貢
献
し
て﹁
正
直
で
良
質

な
﹂建
築
士
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
場
を
つ
く
り
、積
極
的
に
出
た
方
が
い
い
の
で

は
と
感
じ
ま
す
。

　

建
築
士
が
身
近
に
な
る
と
い
う
の
は
想
像
以
上
に

難
し
い
も
の
で
す
。技
術
や
情
報
を
提
供
す
る
わ
け

で
す
か
ら
、﹁
安
売
り
﹂は
で
き
ま
せ
ん
。一
人
の﹁
安

売
り
﹂が
建
築
士
全
体
の
価
値
を
下
げ
、信
用
を
失

う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。今
後
ま
す
ま
す
、消
費
者

か
ら
気
軽
に
相
談
で
き
る
専
門
家
と
し
て
の
建
築
士

が
、社
会
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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大阪木材仲買会館　「都市の中の森」を創る

　木は人に温もりと安らぎを与えてくれる。しかし、ビルのワー
カーが一日の大半を過ごす都市の建物ではそれを感じることは
難しい。大阪木材仲買会館は、「コンクリートと鉄の都市」を「木
の森」に変えることを目指す木造オフィスビルのモデルプロジェ
クトである。オフィスで木のぬくもりと安らぎが感じられることで、
人々のくらしがより豊かになると考える。
　近年、木材利用が注目を浴びているが、都市密集地域にお
いては防火上ほぼ全て耐火建築物が求められ、木材利用、特
に構造体への利用が困難である。この建物では新たに開発し
た耐火木構造により、木の表情や香りに溢れる空間を実現し、
さらに「伝統的な技術を伝承しながらメンテナンス性・防災・空間
性の観点で木材の特性を生かすこと」で、都市の生活の中で身
近に木を感じられる空間を創出している。
　耐火集成材の柱・梁を積極的にみせることを意識して上階２
層を木架構とし、さらに道路に面した全面に木製建具を用いてい
る。これらの木製ファサードを既存の桜の大木を取り囲むように
敷地一杯に開くことで、街並みと執務空間に最大限木材が現れ
る構成としている。また軒庇のある外部空間を全体に設け新たな
ワーカーの場を創ることで、人・木・街の緩やかな繋がりを生み出
している。深い軒庇は外部に露出した木材を雨や日差しから守る
とともに、明快な避難経路として利用することで防災面での安全
性を確保し、天然の木の香りにあふれる空間を実現している。
　この耐火木造ビルは、技術革新やエコ・木の情報発信に留ま
らず、ビルのワーカーだけでなく都市にも安らぎを与え、これからの
人と木と都市の関わり方を示す手掛かりになると考える。

（白波瀬智幸＋興津俊宏／竹中工務店）
撮影：母倉知樹　第34回大阪都市景観建築賞審査員特別賞受賞作品

■プロフィール
白波瀬智幸（しらはせ・ともゆき）
1978年 京都府生まれ
2002年 神戸大学大学院自然科学研究科修了
2002年～ 竹中工務店
現在、同大阪本店設計グループ主任

興津俊宏（おきつ・としひろ）
1981年 兵庫県生まれ
2006年 広島大学大学院工学研究科修了
2006年～ 竹中工務店
現在、同大阪本店設計グループ主任

■建物データ
建 築 主：大阪木材仲買協同組合
設　　計：竹中工務店
施　　工：竹中工務店
所 在 地：大阪市西区南堀江
用　　途：事務所
竣　　工：2013年3月
構造規模：Ｗ造+ＲＣ造
　　　　　地上3階建
敷地面積：1,226.40㎡
建築面積：453.27㎡
延床面積：1,032.19㎡


